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2014年2月の降雪に伴う東名・中央道の通行止め概要
2022年2月24日

中日本高速道路株式会社
定例記者会見 資料1

大井松田 累計降雪量
72cm

横浜町田

累計降雪量
126cm

■赤線：通行止め区間
※【東名】 最大通行止め時間：延べ45時間
上り線 清水IC～大井松田IC
15日 1：00 ～ 16日 22：00

※【中央道】 最大通行止め時間：延べ73時間
下り線 大月IC～八王子IC
14日 22：30 ～ 17日 23：00

東名高速道路

中
津
川

諏訪

小淵沢

須玉

累計降雪量
121cm

累計降雪量
178cm

累計降雪量
56cm

累計降雪量
92cm

累計降雪量
45cm

〇記録的な大雪となり、立ち往生車両及び多数の滞留車両が発生

その救出に東名：約24時間・中央道：約27時間、通行止め解除に東名：約45時間・中央道：約73時間を要しました。

2月15日 1:30頃 上り線 裾野IC付近
立ち往生車両

立ち往生車両への支援

中央自動車道
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湖東三山（滋賀県）

富山IC白川郷IC（岐阜）

御殿場IC

注）2021年度は２月２１日
までの実績です

 主要地点の降雪量を最近5年間比較してみると、2018年度・2019年度は極端な「暖冬小雪」であっ
たのでこれを除くと、地域差はあるが、2021年度（～2月21日までの実績）は、「日本海側では例年
の2倍強の大雪」

NEXCO中日本管内で主要地点の降雪量（過去5年）
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年度

通行止め量

通行止め回数

Central Nippon Expressway Co.ltd

NEXCO中日本管内の雪による通行止め実績（過去5年）

注釈 ※1 大規模滞留とは、滞留車両の解消に6時間以上要した滞留をいう
※2 寒気団等により当社管内に通行止めが発生した回数をいう（複数路線で通行止めが同時に発生した場合も1回とする）
※3 2021年度は、2021.12.1～2022.2.21までの実績とする

※3

※2

・北陸道
福井IC～金津IC

・東海北陸道
福光IC～小矢部砺波JCT

5,451
(大規模滞留発生)

・北陸道
金沢森本IC～小矢部IC
丸岡IC～金津IC

3,196
(大規模滞留発生)

 最近5年間を比較してみると、2018年度・2019年度は極端な「暖冬小雪」であったのでこれを除くと
2021年度（～2月21日までの実績）は、大規模滞留※１は発生しておらず平年並みの通行止め規模

※1
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 当社のウェブサイトのトップページ（ドライバーズサイト）にアップしている内容

ドライバーのみなさまへの訴求内容


